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本書は、財団法人和歌山市文化体育振興事業団が平成16年度 (2004年 度)に行った

和歌山市内の遺跡発掘調査の概要をまとめたものです。

調査の結果、国史跡の鳴神貝塚において貝層内から縄文時代晩期の土坑墓が 3基見

つか り、 8体以上 もの埋葬人骨が出土 しました。埋葬方法の判明するものとしては、

3体を合葬 しているものもあり、この例は親子の墓である可能性が指摘されました。

井辺遺跡では弥生時代後期から古墳時代初頭の竪穴住居を4棟検出し、初めて集落

部を確認することができました。田屋遺跡では古墳時代の水田跡や水田に関連する用

水路 とみられる溝群を検出しました。和歌山城の調査では、内堀に架けられた「御橋

廊下」二の丸側の据付部分及び二の丸西側部分の調査を行い、多聞櫓、土塀などや浅

野期のものとみられる埋没 していた石垣を確認するなど、それぞれの遺跡内容を明ら

かにすることができました。

以上、調査による新たな調査成果は、郷土の歴史を語る上でなくてはならない重要

な視点を与えることになりました。本書が私たちの郷土に関する歴史知識を豊かにす

ることを願ってやみません。

発掘調査にあたって御協力をいただいた地元の皆様及び本書編集にあたり種々の御

教示を賜 りました方々に厚 く御礼申し上げます。

平成19年 (2007年)3月 9日

財団法人和歌山市都市整備公社

理事長 津 田 尚 吾
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1.本書は、平成16年度 (2004年 度)に財団法人和歌山市文化体育振興事業団が実施

した和歌山市内における埋蔵文化財発掘調査事業の概要を掲載する。なお、本書作

成に際 して、財団法人和歌山市文化体育振興事業団から埋蔵文化財業務を引き継い

だ財団法人和歌山市都市整備公社が原稿の作成を行ったものである。

2.本書に掲載の調査については、既に報告書が刊行されたものもある。未完のもの

については報告書が刊行された際に、その報告をもって正式報告とする。

3.本書の執筆については、執筆分担の文責を文末に記載 し、編集は北野隆亮が行っ

た。

4.埋蔵文化財発掘調査及び本年報作成を行った担当者は以下の通 りである。

埋蔵文化財発掘調査
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I.は じめに

平成16年度 (2004年度)の調査
和歌山市における平成16年度 (2004年度)の財団法人和歌山市文化体育振興事業団 (平成18年 3

月末日解散)の発掘調査受託事業は12件である。

調査に至った原因としては、店舗建設などの民間受託が 5件に対して遺跡範囲確認調査などの公

共的な調査が 7件を数え、前年度に比べると民間受託が増加し、公共関係の調査は確認調査が主体

を占めた。公共関係の調査では和歌山城御橋廊下などの史跡整備関連調査のほか、国の史跡である

鳴神貝塚の確認調査などが行われた。

これらの調査で、いくつかの重要な成果が得られているので以下にまとめることとする。

縄文時代 近畿地方で最初に発見された鳴神貝塚において、貝層内の上坑から縄文時代晩期の重な

り合う3基の土坑墓を検出し、 8体以上もの埋葬人骨が出土したc埋葬方法の判明するものは仰臥

屈葬で、なかには親子の可能性がある3体が合葬されたものもみられた。

弥生時代 大田・黒田遺跡第54次調査において方形周溝墓の可能性のある「LJ字状の溝や土坑な

どを検出した。また同遺跡第55次調査では前期の溝や前期から中期にかけての柱穴などを検出して

いる.

古墳時代 大田・黒田遺跡第54次調査で古墳時代初頭の井戸を検出し、祭TEに伴うとみられる完形

の土器群が出土している。また、井辺遺跡では古墳時代の集落縁辺部の様相を確認した。田屋遺跡

では古墳時代の水田区画・灌漑用水路を検出した。

奈良～平安時代 直川地区の調査において、奈良時代の溝を 1条、平安時代の溝・土坑を検出し、

本調査地北東部を中心とした当該期の遺跡の存在を確認した。

江戸時代 史跡和歌山城第29次調査で、内堀に架けられた「御橋廊下」二の九側の据付部分及び二

の九西側部分の調査を行い、多聞櫓、土塀などや浅野期とみられる埋没石垣などを検出した。

【2004年度調査一覧表】
番号 調 査 名 原   因 調査期間 面積 (耐 ) 調 査 概 要 担当者名

1 田屋遺跡 店舗建設 4～ 6月 古墳時代の水田跡、灌lFI用水路を検出i 井馬 藤藪

2
鳴神Ⅳ遺跡第10次 店舗建設

5月
鳴神只塚の縁辺部にあたり、 3基の土坑墓か
ら縄文H寺代の埋葬人骨 8体以上が出土.

川 口
鳴神Ⅳ遺跡第11次 範囲確認

3 大Hl黒 田遺跡第54次 集合住宅建設 5～ 6月
弥生時代前期の方形|]溝墓の可能性のある「L」 字状
の溝を検出=溝内部から前期の遺物が一括して出十.

奥村

4 大田・黒H遺跡第55次 立体駐車場建設 7～ 8月
弥生時代前期の溝、前期から中期の土坑 柱穴を検
出。8世紀代の須恵器杯身を転用した硯が出■.

藤藪

0 史跡和歌山城第29次 史跡整備 8～ 1月
「御橋廊下」二の九側据伺劇

`と

二の九西側部分を調

査.浅野期と考えられる砂岩の埋没石垣を検11.
高橋

神前遺跡第4次 範囲確認 12月 古墳時代の遺物包含層を確認c 井馬

7 井辺遺跡第 5次 範囲確認 1月 l 10 古墳時代と鎌倉時代の遺構を検出. 北野

木ノ本 I遺跡 範囲確認 1月 中世の農耕に伴うとみられる小溝群を検出. 井馬

直川地区 試掘調査 2月 奈良時代から平安時代の遺構を確認c
北野丼馬
藤薮

弘西地区 試掘調査 2月 平安時代から鎌倉時代にかけての遺物包含層を確認 益日1市敦委|

11 井辺遺跡第 6次 宅地造成 3月
弥生時代後期から古墳時代前期の集落を初めて

検出し、遺跡の中心部の様相が明らかとなった。
北野



Ⅱ.埋蔵文化財の発掘調査概要

1.田屋遺跡発掘調査
調 査 地   和歌山市小豆島53-1番地・和歌山市田屋137番地他

調査面積   368ぶ

位置と環境

田屋遺跡は、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡として周知されている遺跡で、東西lkm、

南北750mを 範囲としており、遺跡の東端は弥生時代から室町時代の集落跡である西田井遺跡と接

しているc田屋遺跡では、これまで和歌山県教育委員会が実施した一般国道24号バイパス関連の調

査及び、社団法人和歌山県文化財センターが実施した県道紀伊停車場田井ノ瀬線関連の調査におい

て、弥生時代後期から古墳時代後期にかけての竪穴住居50棟のほか、同時期の掘立柱建物や溝、旧

河道、平安時代の掘立柱建物など多くの遺構を検出し、弥生土器、土師器、須恵器をはじめとする

多量の遺物が出土している。

今回の調査地は、田屋遺跡範囲の東端部に位置する。

調査内容

調査区は、工事計画範囲のうち深掘される部分を対象に設定した。調査地は一般国道24号線北側

の水田地帯にあたり、この道路に沿った4地点が調査対象地区にあたる。

調査地の基本層序は、各調査区とも相対的に類似する様オロである。まず表土 (第 1層 )は厚さ15

～17cmを測る水旧耕土である。表土下には、その床土と考えられる第 2層が 5 cm前後の厚みでみら

れる。第 3層は、江戸時代の水田耕土と考えられるもので、厚さ12cm程度で 1～ 3単位に細分でき

る。第4～ 6層 は、厚さ10～ 15cmを測る黄褐色系の土層で、室町時代までの堆積と考えられる。第

|
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7層 は、厚さ20cmを測る黄灰色系の粘土で鎌倉時

代の遺物を含む。第 4区では、この第 7層上面に

おいて鎌倉時代以降とみられる溝等を検出した。

第 8層 は、古墳時代の遺物を比較的多く含む土層

であり、第 9層は、褐色粒を斑状に含む責褐色系

のシルトで、微量の縄文土器と石器が出土した。

この第 9層上面では、各調査区において古墳時

代の遺構を検出した。第10・ 11層 は、各調査区に

おいて確認した厚さ20～ 30cmを 演1る粘土質層であ

る。また第12～15層は、第 3区等で深掘調査区を

設定し確認したもので、これら各層から遺物は出

土しなかった。

遺構は、第 1・ 2区の古墳時代の遺構面に相

当する第 9層上面 (標高は、550m前後)におい

て、水田畦畔とみられる高まりのほか、径 5～ 20

cmを 測るピットなどを検出した。また第 3区で

は、同じく第 9層上面 (標高は、北西隅部で標高568m、 南東隅分で標高556m)に おいて、古墳

時代の不定形な水田状の落ち込みを2ヶ所、溝 8条のほか、径10cm程度の杭状のビット及び不定形

なピットを検出した。これらの遺構群は、重複関係や方向性から少なくとも4時期にわたって形

成されたものと考えられる。次に第 4区では、第 7層上面 (標高約580m)と 第 9層上面 (標高約

5,70m)の 2面において遺構を検出した。第 9層上面では、古墳時代の重なり合う3条の溝とその

東狽1に弧を描くように検出した溝状遺構のほか、径20～40cmの ピットなどを多数検出した。第 7層

上面では鎌倉時代以降室町時代にかけての溝 2条及び土坑 1基を検出した。

まとめ

調査の結果、調査地の東端部に位置する第 1区 と第 2区は、調査区全体を通してみた場合、古墳

時代に相当する遺構面の標高が低いことから微低地部にあたるものとみられ、第 3区は遺構面の状

況からみて微高地部から微低地部への緩やかな傾斜部にあたる地点と判断できた。また第 4区は、

第 3区北西端部に比べ標高がやや低い地点にあたるものの、古墳時代の遺構が密集する状態で検出

できた調査区である。今回の調査において検出した遺構の中で重要視すべきものには、第 1～ 3区

において検出した古墳時代の水田区画に関係する畦畔状遺構や、第 3・ 4区において検出した灌漑

に関係するとみられる溝群がある。これらの遺構群の検出状況から、田屋遺跡における古墳時代の

水田稲作は調査地の東側一帯を中心として営まれていたものと考えられる。

また水田に引水する水源は、遺構検出面である第 9層上面の標高から調査地の西側に位置するも

のとみられ、第 4区の南西約80mに位置する財団法人和歌山県文化財センターの調査では自然流路

が検出されている。よって、田屋遺跡の水田は第 4区検出の用水路と考えられる溝群の方向性から

判断して、この自然流路から引水したものと考えられよう。

第 3区 全景 (西から)

第 4区 第 2遺構面全景 (西から)

-3-
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2.鳴神Ⅳ遺跡 第10次調査 。第11次確認調査

調 査 地   和歌山市鳴神568-1番地

調査面積   54ゴ

位置と環境

鳴神Ⅳ遺跡は紀ノ川の南岸、岩橋千塚古墳群の一支群である花山古墳群の西側に位置する遺跡で

ある。第10次調査は、和歌山市教育委員会による事前の試掘調査の結果、鳴神貝塚の縁辺部に相当

する貝層が確認されたことを契機として行われた調査で、第11次調査はその貝層の広がりを確認す

るために行った調査である。

調査内容

調査地は標高約60m程度の駐車場等であり、貝層が検出された土層までの深さは18～ 22mを 測

り、貝層の上部には20～ 40cmの厚みである縄文時代晩期の遺物包含層が堆積していた。第10次調査

ではこの包含層を切り込む同時期の土坑墓 3基が検出された。貝層の堆積は北側から南側へ、東佃1

から西側へ傾斜をもって堆積し、第10次調査の西端を境として堆積が急に厚くなり、さらに西側は

谷状の地形をなしているものと考えられた。

第10次調査で検出した 3基の土坑墓からは、部分的に遺存しているものも含め、 8体以上の埋葬

人骨が出土し、その内の 1基からは成人男性 1体、成人女性 1体、小児 1体の 3体が合葬した状態

で検出された。

第11次調査では遺構は確認していない。貝層の堆積時期については、上位の縄文時代晩期の土器

,7

鳴神貝t
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を含む堆積と下位の縄文時代早期末から前期

初頭にかけての土器を含む堆積の2時期に分

けられる。

貝層の状況は、第10次調査では貝種として

ハマグリが主体で、ハイガイ・カキを少量、

シジミを微量含む。貝は全体的に保存状態が

不良なものが多く破砕貝が多い。また第11次

調査ではハマグリが主体で、ハイガイがそれ

に次ぐ出土量である。しかし、下位層にはカ

キの占める比率が高く、上位層に比ベシジミ

の占める比率が高い傾向が指摘でき、下位層

ほど保存状態が良く完形に近い状態のものが

多く含まれていた。

遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須

恵器、肥前系陶磁器、近世陶器、瓦、石器、

自然遺物などがある。縄文土器は、表裏条痕

をもつ早期末から前期初頭にかけてのものや

縁帯文をもつ後期のものが少量出土している

ものの、大半は晩期の深鉢・浅鉢である。打

製石器は、サヌカイトの石鏃やスクレイパー

の他、剥片が多量に出上した。磨製石器は小型の石斧が 1点あり、また礫石器は、砂岩・片岩の礫

を用いた叩石・磨石・台石・石錘などがある。石製品では、滑石製の自玉 2点が出土している。自

然遺物については埋葬人骨の他、動物遺体として獣骨や魚骨、貝殻が出上している。

まとめ

今回の調査地は鳴神Ⅳ遺跡と鳴神貝塚の境界部にあたり、特に調査の主体となった鳴神貝塚にお

ける北西縁辺部の状況を確認することができた。特に、第10次調査では埋葬人骨を8体以上確認

し、当調査地が墓域にあたることが判明した。この墓域は居住空間とみられる丘陵頂部と西側への

びる緩斜面から谷状地形に至る地形の変換点に展開していたものと考えられる。

鳴神貝塚における貝層の分布範囲として、遺跡中央部では縄文時代前・中期に形成時期が求めら

れ、周辺部ではその大半が縄文時代晩期にその形成がみられる。既往の調査成果からみて、その範

囲は東西約140m、 南北約120m程度と推定することができよう。 (井馬好英)

第10次調査 土坑墓 2検出状況

第 11次調査 南壁面貝層堆積状況

【参考文献】 肝日歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成16年度― 財団法人和歌山市教育委員会 2006年



3.太田・黒田遺跡第54次調査

調 査 地   和歌山市大田字城跡479-6番地

調査面積   49ぶ

位置と環境

大田・黒田遺跡は、紀ノ川下流南岸の和歌山平野のほぼ中央部に位置する。本遺跡は弥生時代前

期から中期にかけての県内最大規模の集落跡として知られ、弥生時代前期の集落域やこれらの周囲

をめぐるとみられる環濠 2条、弥生時代中期の竪穴住居・井戸などの集落域や弥生時代中期の水田

などの生産域に関わる遺構、土坑墓・土器棺墓などの埋葬施設が確認されている。また、絵画土器

(鹿など)を含む多量の弥生土器などの他、直柄広鍬や鋤などの木器、銅鐸や銅鏡などの重要な遺

物が出土している。古墳時代では前期の竪穴住居や溝などが確認されている。

今回の調査対象地は、遺跡のほぼ中心部に位置し、標高は約36mを 測る。

調査内容

調査は、集合住宅建設予定地に東西幅 4m、 南北長123mの調査区を設け、実施した。現地表下

の土層堆積状況は、近 。現代の整地上が厚さ約70cm、 第 1層 (旧耕土)が約20cm、 第 2層 (旧 床

土)が約 2 cm、 第 3・ 4層 は10～20cmの厚さで堆積する。第 5層 は調査区東壁面では確認できな

かったが、10～20cmの 厚さで東端以外のほぼ全体に堆積する。第6層 は10～ 40cm、 第 7層は10～ 25

cmの堆積である。第 8層下の状況は、調査区の東壁面に沿って設定した下層調査のための深掘 トレ

ンチにおいて第11層 までの堆積を確認した。第8層 は10～ 20cm、 第 9層 は約20cm、 第10層 は約40

cm、 第11層 は40cm以上の堆積である。包含する遺物より第 3層から第 6層 は弥生時代中期、第 7・

8層は弥生時代前期のものと考えられる。第 9層以下については、遺物を確認していないことから

無遺物層であると考えられる。第 1層から第 6層の堆積はほぼ水平堆積、第 7層から第 9層 はやや

西慣1に傾斜をもつ堆積である。また第 6層から第 9層は炭を含む堆積層である。

調査位置図



検出した遺構の概要は、第3層から第8層の各

層上面において合計 6面 (第 1遺構面から第6遺

構面)の遺構面を確認することができた。

以下、主要な遺構について古い時代からの記述

を行う。

〔第6遺構面〕 第8層上面において検出したもの

で遺構面の標高は23m前後である。

溝15は東西に掘削された溝である。幅約60cm、

深さ約40cmで、長さ2.8m以 上を検出した。埋土

は3層 に分層でき、各層には炭が大量に含まれ

る。

溝16は L字状を呈し、南北長約4.5m、 東西長24

m以上、幅1.5m以上、最深約12mで ある。埋土

は3層 に分層でき、各層の底面には2～ 6 cmの厚

さで炭が堆積している。この溝の底面において3

カ所の落込みを確認したcこ の覆土は溝の第 3層

に相当し、下位からは大量の弥生土器のほか、石

器、木器、骨角器の他、種子・炭などの自然遺物

が出土している。

土坑24・ 25は落込み状遺構 6を掘削後に検出し

た。土坑24は 長径約1.lm、 短径約60cm、 残存す

る深さ約15cmの覆土には大量の炭を含むものであ

る。土坑25は 長径19m、 短径約70cm、 深 さ約76

cmである。覆土からは弥生土器や骨角器などが出

土している。

土層柱状模式図
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第 6遺構面 全景

土坑26は長径16m、 短径80cm、 深さ約22mで ある。覆土からは、粘板岩製石包丁などが出上し

ている。

落込み状遺構 6は、幅70cm以上、長さ3 4cm、 深さ約12cmである。遺構の底面には、炭が 2～ 5

cmの厚さで南側へ傾斜をもって堆積していた。

以上のほか、直径 5～ 10cmの杭穴 9基、直径30cmの ピットを 1基検出した。

これらの遺構の時期については、出土遺物から弥生時代前期後半のものと考えられる.

〔第 5遺構面〕 第 7層上面において検出したもので遺構面の標高は2.4m前後である。南側で検出

した落込み状遺構 5は南北 3m以上、東西42m以上、深さ約20cmであるが、調査区外へと広がる

もので性格は不明である。

このほかに、ピットを13基検出した。規模は直径10～15cm前後のものを5基、直径20omの ものを

3基、直径30～ 60cmの ものを5基検出した。このうちピット159は、直径約60cm、 検出面からの深

さは約20cmであり、遺物の出土状況から土器棺墓の可能性が考えられる。

調査圧西壁面

(F毎から)
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溝 15
1 25Y4/2(皓 掲黄)シルト混組砂 (炭を多量に含む)
2 25Y3/0(晴 オリープ潟)粗砂浪シルト(炭を多■に含む)
3 25Y4/2(暗 灰責)粗砂混シルト(炭を多量に含む)

落込み状遺構 6

〒 ■ R彼 ⊥ 勘 型 ν 崚 家 詢
L十

一
J~~」

m

2 25Y4/3(オ リープ褐)粗砂 〈炭を少量含む)
3 25Y4/2(暗 灰黄)粗砂 (炭を多重に含む)
4 10YR4/4(褐 )シルト

基本堆積土層

C ]OYR5/41こ ぶしヽ黄掲)粗砂混シルト (炭を少量含む)

0 10Y3/3(暗 掲)シルト(炭を少量含む)

o ]OYR4/3(に 81い黄褐)シルト

第6遺構面 遺構平面図・土層断面図

これらの遺構の時期については、出土遺物から弥生時代中期初頭のものと考えられる。

〔第4遺構面〕 第6層上面において検出したもので遺構面の標高は2.6m前後である。南西隅の落

込み状遺構 4は、南北長2.4m以上、東西長1.5m以上、深さ約20cmである。

土坑23は直径90cm、 深さ約10cmである。遺物は頸部に押圧文が施された壺やクシ描直線文が施さ

れた壺などが出土している。このほか直径 5～ 10cmの ビットを7基、直径20～ 40cmの ビットを4基

検出した。埋土からは、ヘラ描直線文を施した壺、クシ描直線文や波状文が施された紀伊第Ⅱ～第

Ⅲ様式併行期とみられる壺など、弥生時代中期中頃のものが出上している。

〔第3遺構面〕 第5層上面において検出したもので遺構面の標高は27m前後である。北側の溝14

は東西方向に掘削され、幅約90cm、 深さ約20cm、 東西長2.3m以上である。この下面において検出

-8-



した土坑22は 60× 90cm、 深さ約20cmである。西側は土坑 3に よって壊されている。

このほか南東隅で直径50× 60cm以上の被熱を受け赤変した面を検出した。また、直径約10cm

のビットを2基、直径20～ 40cmの ピットを4基検出した。

これらの遺構は、出土遺物から弥生時代中期中頃のものと考えられる。

〔第2遺構面〕 第4層上面において検出したもので遺構面の標高は28m前後である。遺構の大半

Y=― フ3950m

|

Y=-73945m

|

―――X=-196244m

―
X=-196248m

B

落込み状遺構 1

第 1遺構面 遺構平面図 。土層断面図

1 10YR3/2(黒 褐)粗砂混シル ト
2 10YR2/3(黒褐)シル ト
3 10YR2/1(黒 )シル ト

土坑 16 遺構平面図 土層断面図
0          1m

一 L=200m

―― L=300m

―― L=200m

1 25Y3/1
2 25Y3/3
(25Y5/6
3 25Y4/4

土坑 1

(黒褐)粗砂混シル ト
(暗オリーブ褐)シル ト混細砂

(黄褐)シル トのブロックを含む )

(オ リーブ褐)シル ト混粘土

1 土層断面図

◎。3
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は、直径 5～ 10cmの ビットで、これらの中には斜め方向のものもあり、杭穴とみられる。このほ

か、直径30～40cmの ピットや溝などを検出した。

これらの遺構は、出土遺物から弥生時代中期後

半のものと考えられる。

〔第 1遺構面〕 第 3層上面において検出したもの

で遺構面の標高は29m前後である。

弥生時代の遺構は、ピットゃ土坑などを検出し

た。ピットは直径 5～ 10cmと 直径30～40cmの 2群

に分けられ、前者は杭穴と考えられる。

古墳時代の遺構について、土坑16は直径90cm、

深さ15mを沢1る 井戸である。埋土は3層 に分層

でき、底面において布留式併行期のものとみられ

1111::|ト

第 1遺構面 全景 (南から)

る完形の広口壺や小型九底壺、高杯などが出上した。土坑11は古墳時代後期の井戸と考えられるも

ので、直径約60cm、 深さ約 lmである。埋土は3層 に分かれる。これらのほか、土坑やピットを多

数検出した。

中世の遺構は溝10、 落込み状遺構 1を 検出した。

江戸時代末期の遺構群は、土坑 2・ 3、 溝 6を検出した。土坑 3は南北幅 2m、 東西幅14m以

上、深さ約65cmを測るもので、遺構の掘削状況などから粘土採掘坑の可能性が考えられる。埋土か

ら備前焼 (橘鉢、大甕)や常滑焼大甕、中・近世土師器、瀬戸美濃系天目茶碗、肥前系陶磁器など

が出土した。

遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、輸入磁器、国産陶磁器、瓦、石器・石製

品、金属器、木器、自然遺物などが遺物収納コンテナ30箱分出土した。

1～ 36は弥生土器である.1～ 5は壺である。 1～ 3は広口壷であり、 1は 回径26 4cm、 外面頸

部上半はナナメ方向のハケ、下半はタテハケ調整の後、 8条以上のヘラ描沈線が施されている。 2

は日径16 2cm、 日縁部は玉縁状を呈する。 3の外面はタテハケ調整後、頸部に9条のヘラ描沈線、

刺突文、ヨコ方向のヘラミガキ、内面はヨコ方向のハケ調整後、タテ方向のヘラミガキが施されて

いる。 4・ 5は底部である。 4の底部径12 2cmで、外面はタテハケ調整、 5は底部径 7 cmを測るも

ので、それぞれ上げ底状のものであるc6～22は甕である。 6は 日径28cmで、外面はヨコ方向のケ

ズリ後タテハケ、日縁部内面はヨコハケを施している。 7は 回径21 4cmで 、外面はタテハケ後、頸

部に6条のヘラ描沈線、国縁部端面には刻目が施され、体部内面には炭化物が付着している。 8は

国径17cmを測る小型のもので、頸部に9条のヘラ描沈線、その下の体部にヘラ描きの「ハ」字状の

記号のようなものもみられ、口縁部端面には刻目が施されている。 9は外面タテハケ後、頸部に

6条のヘラ描沈線、日縁部端面には刻目が、また口縁部内面はヨコ方向のヘラミガキが施されて

いる。10は口径20 8cmで 、外面にはタテハケ調整を施している。11は 口径17 2cmを測る小型のもの

で、外面全体に炭化物の付着がみられる。12は 口径18.8cmで 、外面上半はナナメ方向、下半はタテ

方向のナデの後、一部にナデ消しがみられる。内面は板状のナデ調整で、炭化物が付着している。

13～22は紀伊型甕である。13は 日径23 3cm、 14は 日径21 lcm、 器高24_lcm、 底部径6.3cmで あるc外

鶉:餞
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□黒斑

0                    20cm

面体部上半はヨコ方向、下半はナナメ方向のヘラケズリが施されている。15は外面体部上部 2/3

に不定方向のハケ後、下部 1/3は ヨコ方向のヘラケズリを施している。16は 回径24cmで、外面は

ナナメ方向のハケ後ヨコ方向のヘラケズリである。17は回径22 2cmで 、外面は右下から左上方向の

ヘラケズリである。18は 回径22 5cm、 19は 日径20 6cm、 20は 日径21 8cmである。18～20の外面はヨ

コ方向のヘラケズリである。21は 回径17 2cmで、外面体部にはヨコ方向のヘラケズリが施されてい

る。22の 口縁端部は面をもつものである。23～27は鉢で、日縁部が内湾する23～ 25と タト反する26が

ある。23は 口径23 4cmで 、体部上半はヨコハケ、外面下半はヨコ方向のヘラミガキである。24は 口

径18 7cmで 、外面にヨコハケがみられる。25は 口径8 6cm、 器高7 9cm、 底部径6 1cmで ある。手づ く

ね成形とみられ、外面にはススが付着している。26は 口径12 4cmで、外面はタテハケ、内外面にス

スが付着している。27は底部径8 6cmを測る上げ底状のものである。外面はタテハケ後ナデ調整で

ある。28は 口径21.3cm、 器高10omを測る蓋である。外面上半はタテ方向、下半はヨコ方向のヘラミ

ガキ調整で、内面はナナメ方向のヘラミガキ調整である。

l～28は溝16か らの出土で、紀伊第 I様式の 3段階とみられる。

29は底部径8.6cmの壺で、内底面にはヘラミガキがみられ、30～35は甕である。30は 回径29cm、

外面にはユビオサエ、内面はヨコハケ後ユビオサエがみられる。31は口径 19 4cm、 外面頸部上半は

ナナメ方向、下半はヨコ方向のハケ調整である。口縁部と体部の境目に3条のヘラ描沈線が施さ

れ、外面体部上半に黒斑がみられる。32は 口径24.7cm、 外面は粗いヨコ方向のヘラケズリ調整であ

り、日縁部の屈曲が著しい。33は 口径 17.7cm、 外面はタテハケがみられ、日縁部端面は玉縁状と

なっている。34・ 35は底部である。34は底部径 9 cm、 35は底部径13.2cm、 夕ヽ面はそれぞれタテハケ

調整である。36は 口径28 2cmを 瀬1る 蓋である。外面は粗いタテハケ、内面はヨコ方向のヘラミガキ

が施されている。口縁部内端面には帯状にススが付着している。

29～ 36は土坑25か らの出土で、紀伊第 I様式の 3段階とみられる。

37～41は土師器である。37は 口径15 2cm、 器高25 2cmの広口壺で、外面は不定方向のハケ調整で、

体部下半に黒斑がみられる。庄内併行期のものと考えられる。38は 口径19cmの二重回縁壺、39・ 40

遺物実測図



は小型丸底壺である。39は 口径9 4cm、 器高82cmを 測るもので、日縁部内面は粗いヨコハケ調整で

ある。尖底であることから器台と組合わさるものとみられる。40は 回径8.lcm、 器高7 1cmで ある。

41は高杯の脚部である。これらは土坑16か らの出土である。

このほかの遺物について、瓦は室町時代から江戸時代の丸瓦や平瓦の破片が出土しており、大半

は土坑 3か らのものである。

石器 。石製品では、大別すると打製石器、磨製石器、礫石器や石材などがある。打製石器ではサ

ヌカイト製の石錐やスクレイパーが出土している。磨製石器では粘板岩製石包丁や結晶片岩製石

包丁などがあり、未製品のものもある。礫石器では、砂岩製の砥石、叩石、磨石、台石、凹石、石

錘、結晶片岩製の石錘などが出土している。石材ではサヌカイトの石核や剥片など、その他石英製

火打石なども出土した。石造物では砂岩製の茶臼 (上自)が土坑 3か ら出土している。

木器は柱材、炭化した杭や加工不明品などがあり、大半は溝16か らの

出土である。

自然遺物については、42・ 43は鹿の角で、加工痕がみられることから

骨鏃の可能性がある。44・ 45は鹿の頸部第 1脊椎骨で、44は右、45は左

の部位である。この他、魚骨、魚歯、炭、貝殻、種子 (桃核など)が出

土した。

鹿角・鹿骨
まとめ

今回の調査地は、大田・黒田遺跡のほぼ中央部に位置し、合計 6面の遺構面を確認し、弥生時代

前期から江戸時代にかけての遺構・遺物を検出した。

第 6遺構面において検出した溝16は、形状がL字状を呈するなどから方形周溝墓の周溝の可能性

が考えられる。方形周溝墓とするならば調査区の北東部分に堆積する第 8層 は、細片であるが遺物

を包含することや土層堆積状況の観察などから墳丘の盛土である可能性も考えられる。そうした場

合、溝16覆土内の紀伊第 I様式併行の多量の土器や石器、自然遺物などの遺物は、供献物であった

可能性が考えられる。また、落込み状遺構 6及び溝15に ついて、その方向性や覆上の上質などか

ら、溝16に対応する周溝である可能性が考えられ、それらが周溝であったならば、溝16と 落込み状

遺構 6の空白部分については、陸橋部分と理解することもできる。

これにより本調査地点は、弥生時代前期に墓域が展開していた可能性があり、弥生時代前期から

中期にかけての様相について明らかにすることができた。

以上、今回の調査成果の中で特に重要視された弥生時代前期の遺構についてふれてきたが、中期

の遺構面である第 2遺構面から第 4遺構面は、出土遺物からあまり時期差がみられないものと推察

される。 (奥村 薫)

塵
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【註l自然遺物については、大阪市立大学大学院医学研究科器官構築形態学安部みき子氏の鑑定による。



4.太田 。黒田遺跡第55次調査

調 査 地   和歌山市大田字城跡479-1番地

調査面積   40だ

位置と環境

太田・黒田遺跡が立地する和歌山市大田及び黒円周辺から秋月・鳴神地域にかけては、和歌山平

野部のなかでも標高 4m前後を測る微高地にあたる。大田・黒田遺跡では過去54次を数える調査に

おいて、弥生時代前期の環濠や竪穴住居、中期の竪穴住居や井戸など多数の遺構が検出されてお

り、遺物では直柄広鍬や一本平鋤などの木製農耕共、さらに銅鐸や銅鏃などの金属器のほか、絵画

土器 (鹿)を含む多量の弥生土器などが出土している。また弥生時代以降では、古墳時代から江戸

時代までの遺構及び遺物が多数なられ、室町時代には豊臣秀吉に水攻めされた太田城跡の推定地が

含まれるものである。

今回の調査地の周辺では、北西約20mの 第12次調査において弥生時代中期の井戸や古墳時代前期

の土坑、また北側隣接地の第22次調査において弥生時代中期の竪穴住居 3棟や室町時代後期の大溝

が検出されている。さらに南約30mに位置する第52次調査では、弥生時代前期末の井戸や中期の竪

穴住居 2棟、平安時代末から鎌倉時代の井戸や土坑などがみられ、同じく南約80mに位置する第45

次調査では、弥生時代前期の環濠が 2条検出されている。この環濠は、西約90mに位置する第26次

調査検出の大溝に続くものと考えられている。

調査内容

調査は、東西約 8m、 南北約 5mの東西に長い調査区を設定し行った。また調査区の西半部にお

いて、下層の遺構調査及び土層堆積状況を確認する目的で深掘調査区を設定し掘削を行った。

調査地の基本層序については、現表土が厚さ約85cmを 測る造成土であり、第 1・ 2層 は近現代か

ら近世にかけての耕作土である。第 3層 は、厚さ5～ 22cmを測る室町時代の遺物包含層とみられる
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もので、この上面 (第 1遺構面)では地震に伴う

噴砂を検出した。第 4層 は、厚さ20～ 26cmを 測る

古墳時代後期の遺物包含層とみられるもので、こ

の上面 (第 2遺構面)では平安時代末から室町時

代の土坑やピットなどを検出した。第 5層 は、厚

さ約20mを測る弥生時代中期の遺物包含層とみら

れるもので、この上面 (第 3遺構面)では、弥生

時代中期前半から中頃の上坑などを検出した。第

6層 は、厚さ13cmを測る弥生時代前期の遺物包含

層と考えられるもので、この上面 (第 4遺構面)

では、弥生時代前期末から中期初頭の土坑・ピッ

トなどを検出した。

第 7層以下については深掘調査区において確認

したもので、第 7層 は厚さ約20cmを測る明褐色系

シル トである。また第 8層 は、黄橙色系シルトで

あり、この上面 (第 5遺構面)において弥生時代

前期の土器を包含する溝を検出した。今回の調査

では、第 8層からは遺物が出土しなかった。

遺構については、本調査において遺構検出面を

5面確認し、弥生時代前期から室町時代にかけて

の遺構を検出した。まず第 5遺構面では、幅15

～17m、 深さ約60cmを 測る弥生時代前期の溝 1

条を検出した。また第 4遺構面では弥生時代前期

末から中期初頭の上坑 6基のほか、杭穴12基を検

出した。第 3遺構面では、弥生時代中期前半から

中頃の土坑 7基のほか、ビットや杭穴を43基検出

した。さらに第 2遺構面では、平安時代末から鎌

倉時代初頭の土坑 1基、鎌倉時代の上坑 4基や不定形な落ち込み 1基、室町時代の土坑 1基のほ

か、ピット7基を検出した。

まとめ

今回の調査地は、太田・黒田遺跡のほぼ中央部に位置し、第26・ 45次調査で検出された弥生時代

前期環濠の内側にあたる。調査の結果、弥生時代前期から室町時代までの遺構や遺物を検出した。

また、遺物としては硯に転用された奈良時代の須恵器杯身が出土した。大田・黒田遺跡では、齋串

が出土した7世紀前半の井戸や、和銅開称42枚や万年通宝 4枚などが出土した8世紀後半の井戸が

確認されており、平安時代の須恵器円面硯も出土している。よって今回出土した須恵器杯身は、古

(西から)

第 3遺構面全景 (東から)

第4遺構面全景 (西から)

代の大田・黒田遺跡の様相を示す遺物として注目されるものである。 (藤藪勝則)



5.史跡和歌山城 第29次調査

調 査 地   和歌山市一番町 3番地内

調査面積   740n4i

位置と環境

和歌山城は、紀ノ川河口南岸の和歌山平野の北西から南東へ走る吹上砂丘の北端にあたる標高約

489mの独立丘陵である岡山に築かれている。この城は丘陵_卜に本九と天守曲輪が双立し、その麓

に二の九、西の九、南の九、砂の九などを配した典型的な平山城である。天正13(1585)年に紀州

を平定した豊臣秀古は、自ら縄張りを指示し、弟である秀長に領有させ、築城を命じ、築城には藤

堂高虎を初めとする普請奉行が当たったとされる。秀長は大和郡山城に居城していた為、城代とし

て桑山重晴を3万石で入国させたcし かし、創建時の史料はほとんど知られておらず、城の構造な

どの詳細は不明であるcその後、慶長 5(1600)年 の関ケ原合戦に勝利した徳川家康が大坂城の豊

臣氏を牽制するため、戦功のあった浅野幸長を37万石で入国させた。城主となった幸長は、入国翌

年の慶長 6(1601)年 に領内一斉の検地を実施しており、城内及び城下町の形成状況は浅野家の編

年記録「済美録」や「諸事覚書」などの史料から窺える。元和 5(1619)年に浅野家は広島へ転封

され、徳川頼宣が55万 5000石に加増された紀州の城主となったの入国後の頼宣は、元和 7(1621)

年から城郭及び城下町の拡張・整備に着手し、頼宣の藩主期にはほぼ幕末にみられる形に整ったよ

うである。その後、 5代藩主吉宗の時代には南の九櫓台の改築が行われた他、その後の地震や火災

などで倒壊、焼失した建物の再建が繰り返されている。
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二の九と西の九間の堀に架けられていたとされる御橋

廊下の倉」建年代については明らかでないが、隣日歌山御

城内惣御絵図』に描かれている18世紀末にはすでに存在

し、明治初期までは架けられていたことが確認されてい

る。

調査内容

調査は、二の九西端部櫓台上面と櫓台石垣裾部、二の

九内部の計 6カ所の調査区を設定した。設定にあたって

は旧県立図書館・博物館跡地を避け、絵図に描かれてい

る建物の端部検出を主眼においた。これまでに実施され

た発掘調査では、近代の包含層下面で幕末の遺構面を確

認できるが、その遺構と絵図の建物配置を照合させるこ

とによって建物配置、遺構の性格、絵図の精度、年代等

を検証していくことが可能と考えられる。今回の調査対

象地でも石垣_L部には「多聞櫓」、二の丸西部には「局J

や「御膳所」、「西御小座敷」等の大奥の施設が描かれて

おりこれらの関連遺構の検出が予測されたため、調査に

あたってはその対応関係も考慮しながら実施した。

調査区の基本層序は、調査地点により異なるが、第25

次調査の際にもみられた二の丸西部に広域に分布する上

下2層の火災整地層等を基準にして土層の対応をみた。

第 1遺構面は文化の火災整地層の後に構築されてお

り、第 1区第 2層下面、第 2・ 4～ 6区第 4層下面、第

3区第 3層下面がそれにあたる。幕末～明治初頭まで機

能したとみられる。この第 1遺構面より上層は近代以降

の整地土である。なお第 4区では第 1遺構面の一部に敷

かれた床面整備のためのシルト (第5a層 )がみられた。

第 4区の第 2遺構面は_L層の火災整地層 (第 6層 )の下

面で確認しているため、明暦の大火 (1655年 )以降文化

の火災 (1813年 )ま でと考えられる。第 3遺構面は第 8

層上面で構築されており、遺構埋土の火災整地土から二

の丸拡張 (1621年 )以降明暦の大火 (1655年 )ま での時

期が想定できる。

二の丸西部の櫓台上である第 1区では、第 2層下面に

おいて駿河櫓南端部、多聞櫓 2棟、土塀の基礎石組、通

路にあたる砂利敷を検出した。これらは『和歌山御城内

第 1。 2区 全景 (南東から)

第 1区 多聞櫓 1(北東から)

第 1区  多聞櫓2(南から)

第 2区 溝 3(南西から)
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惣御絵図』に描かれている駿河櫓、多聞櫓と対応するも

のである。

櫓台石垣の東裾部に位置する第2区では、石組溝と階

段遺構を検出した。共に近代の整地土を除去した第6層

上面で検出したものである。なお、旧県立図書館の影響

で調査区中央部が撹乱された状態であったが、この部分

では撹乱断面において第 7層上面から切り込む瓦溜りを

確認したcま た東面石垣の一部分について石lR基底部の

検出を行った。

第 3区では、第 1遺構面 (第 4層上面)に おいて、基

礎石組・石組溝、砂岩礎石列、根石を検出した。また遺

構や撹乱断面等の観察から第 2遺構面 (第 5層上l面)で

構築されている基礎石組と石組溝を確認した。特に第 1

遺構面の基礎石組と石組溝は、第 2遺構面段階の遺構の

直上に石材を積み足して構築されていることが明らかと

なった。

第 4区では第4層下面において、結晶片岩石列・砂岩

布石列、石組溝等、第 6層下面において砂岩礎石列を確

認している。その他サブトレンチの断面観察も合わせる

と合計 3面の遺構面を確認しており、二の九西部の拡張

以前の遺構として浅野期とみられる石IBの一部を検出し

た。

第 3遺構面の遺構埋上には赤褐色シルトが、第 2遺構

面遺構埋上及び直上の第 6層 には炭を多く含んだ粗砂が

堆積しているが、この上下 2時期の火災を窺わせる状況

は二の九西部の石垣上面 (第25次調査)と 同様であるc

これらの火災を文献記録に当てはめて考えると、第3遺

構面時は明暦の火災 (1655年 )、 第 2遺構面時は文化の

火災 (1813年 )に比定できるc

第 5区は大半が 1日図書館・博物館の撹乱を受けていた

が、調査区東側では第 6層上面において砂岩礎石と石

列、土坑を検出した。下層遺構確認のためにサブトレン

チを設定し調査を行ったが、遺構の切込み等は確認でき

なかったc

二の九南側にあたる第 6区では、第 6層上面で砂岩礎

石を 1基検出した。また調査区東半は撹乱を受けていた

が、断面観察により下層遺構を検出したc

第 4区 全景 (南から)

野 」

第3区 全景 (北から)

第 3区 砂岩礎石列 (南西から)

第 4区 石列 (北東から)



遺物は遺物収納箱 (コ ンテナ)に 304箱 を取 り上げて

おり、その大半が丸・平瓦の瓦類である。瓦以外の遺物

としては、江戸時代の土器・陶磁器、釘や錠等の金属

器、硯等の石製品、漆喰、貝殻、また近現代の陶磁器や

ガラス等が出土している。遺物は近代の包含層や撹乱出

土のものが 9割以上を占めており、溝や土坑等の遺構出

土のものはわずかであるc

まとめ

調査の結果、二の丸 llLI部 の建物様相について新たな知

見を得ることができた。特に全ての調査区で近代の遺物

包含層下面の遺構 (第 1遺構面)を確認したことから、

幕末期の建物配置が明らかになりつつある。それに対し

て下層の遺構は撹乱や断割調査等による部分的な確認に

とどまっている状況である.

文化の火災について、大奥の南半と西側石垣上櫓台が

焼失したことを発掘調査の成果からも推定することがで

きた。また、発掘調査で検出した遺構と6尺 5寸で描か

れた『和歌山御城内惣御絵図』の二の九建物の位置関係

はIFrtね一致することを確認することができた。しかし、

合致しない部分 (第 4区の結晶片岩石列と砂岩布石列の

据付など)も あることから、絵図との時期差も考慮して

建て直しや増築等の改変を検討していく必要があるとい

える。

西の九の遺構について、遺構の残存状況は必ずしもよ

いとはいえない状態であったが、その中でも江戸時代末

期から明治時代初頭の遺構として砂岩礎石列や上坑 2を

確認することができた。その検討から、日日歌山御城内

惣御絵図』の縮尺が西の九南側については 1間 =6尺で

あること、絵図と遺構の位置関係はほぼ合致することが

明 らか となった。 (北野隆亮 )

(西から)

第 5区 砂岩礎石列及び土坑 1(東 から)

第 4区 埋没石垣 (南西から)

(1ヒから)全景



6.神前遺跡 第 4次確認調査

調 査 地   和歌山市神前516・ 524番地他

調査面積   50ボ

位置と環境

神前遺跡 (遺跡番号307)は、和歌山市域のほぼ中央部、紀ノ川の南岸に所在する。この南岸に

は東西に連なる岩橋山塊があり、その最も西端である独立山塊の福飯ヶ峯 (標高約100m)の西側

平野部に位置する。当遺跡の南側には和歌山市東山東地区の谷部にその源をもつ和田川が西流す

る。この和田川によって形成された沖積平野を中心として遺跡が立地する。

調査内容

今回の調査は、遺跡南西部において造成工事が行われることになり、この工事に先立つ確認調査

を実施することとなった。調査地は、遺跡南西部に位置する水田地帯に位置する。調査地の現況は

休耕田にあたり、葦が生い茂る状況であつた。この状況から、葦を重機によって取り除き、造成後

の深掘予定範囲に調査区2× 25mの調査区を設定したc重機による掘削は、表土である耕作土と希

薄な遺物包含層である第 2層 について慎重に行い、第 2層 に含まれた遺物の採集を行った。また調

査区内の 3ケ 所にサブトレンチを設定し、下層の状況確認を行った。人力による調査は、北東壁

面の精査と第 3層上面における遺構検出を目的とした。

基本層序は、表土 (第 1層 )に厚さ15～20cmの厚みをもつ水田耕土 (現水田面の標高は1.3m)

`4ヽ 、
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L______Fロ サブトレンチ

調査区周辺の全体平面図

がある。第 2層 は、緩やかに南東部に向かって下降する土層で、厚さ10～25cmの厚みをもつ。この

土層には古墳時代の土師器が含まれていることから、当該期の遺物包含層と考えられる。第 3層

は、第 2層 と類似する土層で、砂質が強く遺物は含まれていない。サブトレンチで確認した第 4層

は、自然堆積層と考えられる灰色細砂で常時湧き水があった。第 3層上面における遺構検出の結

果、当調査区内では遺構は検出できなかった。また第 2層 に包含する土器には摩滅が著しいものが

多く、北東部の遺跡中心部から後世の水田開発等によってもたらされたものと考えられた。出土し

た遺物はすべて第 2層からのもので、破片点数約50点 を数える。遺物内容はすべて古墳時代前期か

ら中期にかけての上師器である。

まとめ

今回の調査地は、神前遺跡範囲の南西部に位置し、水田面の標高が10m前後の微低地部に相当

する。当遺跡における既往の調査は、遺跡範囲の東部から中部にかけて行っており、唯一第2次調

査が西部にあたる。この調査は小規模であったため、正確な時期等の成果は得られていなかった。

また南西部の調査は今回が最初であり、その状況は第2次調査に類似する希薄なものとして位置づ

けられる。このことから、今回の調査では古墳時代の遺物散布はみられたものの、状況から考えて

集落の縁辺部にあたるものと考えられよう。 (井馬好英)

【参考文献】勝日歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成16年度― 財団法人和歌山市教育委員会 2006年

-21-



7.井辺遺跡 第 5次調査

調 査 地   和歌山市神前字舟田121-1・ 2番地内

調査面積   140ni

位置と環境

井辺遺跡は、紀ノ川南岸の和歌山平野南東にそびえる岩橋山塊西端の半独立丘陵である福飯ヶl峰

の北西山麓部から平野部にかけて位置する遺跡である。当遺跡範囲は東西約1 2km、 南北約500mで

あり、弥生時代後期から古墳時代前期の遺物散布地として知られている。周辺の遺跡としては、遺

跡の南に接する神前遺跡や東側に隣接する井辺前山古墳群など、また東側約 2 kmの範囲内には花山

古墳群、岩橋千塚古墳群などが位置し、周辺は県内でも遺跡が最も密集している地域であるといえ

る。1964年の第 1次調査では、遺跡中央部において2列の弥生時代後期の土器列と井戸 1基が検出

された。また、1996年 には西側縁辺部で第 2次調査を行い、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけ

ての落込状自然地形を検出した。その後、遺跡中心部で小規模な調査が行われ、第 3次調査 (1996

年)で古墳時代初頭の土坑 3基、第 4次調査 (1998年 )で古墳時代初頭の土坑 2基が検出された。

調査位置図

-22-



調査内容

調査地は、遺跡南西部に位置し、現況は水田

であつた。調査は、幅 2mで東西方向に延長約

70mの面積約1401rlの 調査区を設定した。調査

地の地表面標高は23mを 測る。第 1層 は厚 さ

約30cmの水田耕上である。第 2層 は厚さ5～ 10

cmの黄褐色シルトで、第 3層 は厚さ10～20cmの

黄灰色粗砂混シルトで、この層の上面が遺構検

出面である。第 4層 は厚さ10～ 20cmの 暗灰黄色

シルトで、第 2～ 4層 はW23m付近を中心に東

と西にそれぞれ下降する傾斜をもって堆積して

いる。第 5層 は厚さ20cm以上のにぶい黄褐色シ

ルトで、東から西に下降する傾斜をもって堆積

する。第 6層 は灰オリーブ粗砂である。第 4層

以下の堆積層からは遺物が出上しなかったc

第 3層上面において古墳時代と鎌倉時代の2

時期の遺構を検出した。古墳時代の遺構は、土

坑 1～ 5、 溝 3～ 7、 ピット1を 検出した。

鎌倉時代の遺構は溝 1と 溝 2である。調査区

西端からJヒ側に溝 1、 南側に澪寺2がほ|ご平イ予し

て掘削されており、東に約23m地点で直行方向

に2本の枝溝を延ばし連結されているものであ

る。なお、調査区西端部で噴砂の砂脈を検出し

た。噴砂は、古墳時代以降で鎌倉時代までの時

期のものと考えられるc

一

□ 部分は遺構廟 J部分

出土遺物は土師器壺・甕・高杯、須恵器甕、

瓦器椀・皿、中世土師器皿などである。遺物の

時期は古墳時代と鎌倉時代のものに三分することができる。

まとめ

今回の調査では、第 3層上面において古墳時代と鎌倉時代の遺構・遺物を検出した。本調査地は

井辺遺跡範囲の南西部に位置し、古墳時代の土坑 5基、溝 5条など多くの遺構を検出したが、遺跡

中央部で行われた第 3・ 4次調査の所見と比較した場合、第 3・ 4次調査ではそれぞれ古墳時代前

期の上坑が検出されており、その場所が古墳時代の集落の中心部であるとみられ、本調査地は古墳

時代の集落縁辺部である可能性が考えられる。鎌倉時代の溝 2条は、その形状や覆土の性質などか

ら農耕に関わる遺構とみられるが、遺物が比較的多く出土することから鎌倉時代の集落が近辺に存

調査区全景 (西から)

在するものと考えられる。 (北野隆亮 )



木ノ本 I遺跡 確認調査

調 査 地   和歌山市西庄30・ 31番地

調査面積   50ゴ

位置と環境

木ノ本 I遺跡 (遺跡番号40)は、和歌山市の北西部、和泉山脈南麓裾部に位置する。遺跡は、猿

坂峠から南に流れる小河川によって形成された標高約58mの扇状地に立地する。この周辺は、和

泉山脈の裾部にそって東から木ノ本Ⅲ遺跡、木ノ本Ⅱ遺跡、木ノ本 I遺跡、西庄Ⅱ遺跡、平の下遺

跡、西庄遺跡と遺跡が連なり、紀ノ川河回域北岸の遺跡の密集する地域として位置づけられる。

調査内容

今回の調査は、遺跡北端部において造成工事が行われることになり、この工事に先立つ確認調査

を実施することとなった。調査地は、遺跡北部に位置する住宅地に囲まれた水田である。調査区

は、造成工事後の汚水管理設予定部分に幅 2m、 総延長30mを設定した。重機による掘削は、表土

である耕作土 (第 1層 )と 希薄な遺物包含層である第 2～ 4層 について慎重に行い、これらの土層

に含まれた遺物の採集を行った。また調査区内の 3ケ 所にサブトレンチを設定し、下層の状況確

認を行った。入力による調査は、東壁面の精査と第 5・ 6層上面における遺構検出を目的とした。

調査地の基本層序は、まず表土に厚さ15cm程度の厚みをもつ水田耕土 (第 1層 )がある。第 2・

リヽ

一ド一）彰

調査位置図

-24-



リフトレンチ1 サフトレンチ2

|一 第 6層上面

小溝群   こD 

一

0                      4m

ー

遺構全体平面図

3層 は類似する粗砂層で、北から南に向かって薄くなっていく傾向を示す。第 4層は、厚さ5 cm程

度の厚みをもつ黄褐色系の細砂混シル トで、中世土師器及び瓦器が比較的多 く出土した。第 5層

は、厚さ5～ 10cmの厚みをもつ黄褐色系の粗砂混シル ト層で、土師器及び須恵器が出土した。第

6・ 7層 はサブトレンチ内においてその状況を確認した黄褐色系のシルト質層で、今回の調査では

遺物の出土が認められず無遺物層と考えられる。土層堆積の特徴として、第 1・ 2層上面が南に向

けて下降するのに対し、第 3層 より下位にあたる土層上面は北に向けて緩やかに下降する傾斜をも

てD。

遺構は、第 5層上面では耕作に伴うと考えられる南北方向の小溝を9条検出し、第 6層上面では

第 6層から掘り込まれた遺構は検出できず、上面の第 5層 に対応する小溝群の残欠 8条のみが検出

できた。これらの小溝は、幅 5～ 30cm、 深さ5～ 10cm程度のもので、瓦器及び中世土師器等が出土

したことから中世の範疇に含まれるものと考えられる。

出土遺物には、土器類として土師器、須恵器、中世土師器、瓦器があり、土器以外には江戸時代

のものと考えられる瓦 2点、古墳時代の有孔土錘 2点などがあり、総点数約150点 を数える。

まとめ

調査の結果、当調査地において検出した遺構は、中世の範疇におさまるものと考えられる小溝群

のみであった。この小溝群は農耕に関係するものとみられ、中世には耕地としての土地利用が行わ

れていたものと考えられる。また古墳時代以前の遺構面と考えられる第 6層上面では、今回遺構は

確認できなかった。しかし、直上層である第 5層 には古墳時代前期から後期にかけての遺物が含ま

れていることから、近接する地域に遺構等が存在する可能性が考えられよう。 (井馬好英)

【参考文献l 肝日歌山市内遺跡発掘調査概報』一平成16年度― 財団法人和歌山市教育委員会 2006年



直川地区埋蔵文化財試掘調査

調 査 地   和歌山市直川160番地他

調査面積   1841n/1

位置と環境

直川地区は、和歌山市の中央部、紀ノ川河口から約 8 km遡 った北岸の沖積平野に位置する。この

周辺は、標高5.2m前後の沖積平野部にあたり、広域な水田地帯の一角に立地する。従前、当地区

は周囲を遺跡に囲まれた空白地帯であった。当地区の東方400mに は古墳時代を中心とする集落遺

跡である田屋遺跡をはじめ、西田井遺跡、北田井遺跡と広域である遺跡群が連なり、北方には府中

Ⅳ遺跡、鳥井遺跡、高井遺跡、直川廃寺跡などが、さらに西方には六十谷遺跡、川口遺跡が位置す

る。このように、当地域は古代直川郷の中心地とされ、条里+1の遺構が残るとされる地域でもあ

る。

調査内容
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自然流路 1

基本層序は、調査対象地を東西に縦

断する水路を境として第 1区 と第 2・

3区ではその様相が異なる。第 1区で

は、地表下約08mの深さの第 5層 (暗

灰黄色シルト)上面において奈良時代

から平安時代にかけての遺構面を検出

した。その上位に堆積する土層は、紀

ノ川の沖積作用によって堆積したもの

と考えられた。第 2・ 3区では、第 1

区と同様に沖積作用による堆積がみら

れたが、第 5層 に対応する安定した面

が検出されなかった。また、地表下08

～12mの 第 8層 まで肥前系の陶磁器

などが出土していることから、これよ

-5区

日

Ｈ

Ｈ

＝

＝

＝

＝

Ｈ

Ｌ

ｌ第

■サフトレンチ

0                   40m
降 __     コ

区 遺構平面図

り上位はすべて江戸時代以降の堆積と考えられる。

遺構は、第 1区において土坑 1基 (土坑 1)、 溝 2条 (溝 1・ 2)を検出した他、自然流路 1条

(自然流路 1)がある。出土遺物の時期及び遺構の切り合い関係などから、溝 1は奈良時代後期、

土坑 1・ 溝 2・ 自然流路 1は平安時代前期を中心とした時期と考えられる。第 2区では、自然流路

5条を検出したが、いずれも正確な時期等の確認には至っていない。また第 2区及び第 3区の各所

で噴砂を検出し、この噴砂を引き起こした地震は、江戸時代以前のものと考えられた。

出土遺物は土師器、須恵器、黒色土器、肥前系陶磁器、瀬戸・美濃系陶器、京・信楽系陶器、

瓦、砥石などがあり、数量は遺物収納コンテナ2/3箱である。

まとめ

今回の調査では、第 1区において奈良時代から平安時代にかけての上坑・溝などの遺構を検出し

た。これらの遺構を構成する遺跡範囲としては、その北側が平安時代の自然流路で削り取られて

いることから、 1-1区 ～ 1-4区の範囲を含み北東及び北西方向に広がりをもつものと考えられ

る。このことから、当遺跡は南限のみが復原できる遺跡で、その広がりは北東部から北西部にかけ

て広がるものと推定できる。また周辺の遺跡からみて、東側に隣接する田屋遺跡の範囲が当調査地

まで及んでいる可能性も指摘できよう。

第 2・ 3区は堆積の状況からみて、旧紀ノ川の氾濫源に相当する地点とみられ、江戸時代に至る

まで開発が及んでいない地域と考えられる。江戸時代以降、沖積作用に伴って水田開発が進めら

れ、現代まで水田として活用されていたものといえる。また堆積の状況から、第 1区 との境にも大

規模な自然流路が存在する可能性が考えられる。このことから、第 1区 との様相の違いも含めてこ

の第2・ 3区は遺跡の範囲外として位置づけられよう。 (井馬好英 )

【参考文献】 肝日歌山市内遣跡発掘調査概報』―平成16年度― 財団法人和歌山市教育委員会 2006年



10.弘西地区埋蔵文化財試掘調査

調 査 地   和歌山市弘西945番地他

調査面積   160だ

位置と環境

今回調査を行った弘西地区は、紀ノ川の河口から約10km遡 った北岸に位置する。この調査地周辺

は、標高80m前後の沖積平野部にあたり、広域な水田地帯の一角に立地する。この周辺には、

弥生時代後期から古墳時代にかけての集落跡である田屋遺跡・西田井遺跡・北田井遺跡等が所在す

るとともに北方には南海道が東西に走り、紀伊国府跡と推定されている府中遺跡が存在する。

調査内容

調査は、南北に並ぶ 2枚の水田に東西 2m・ 南北80mの調査区を設定し、北側を第 1区、南側を

第 2区 として行った。機械掘削は新旧の耕作土 (第 1～ 3層 )と 遺物包含層の第 4・ 5層 について

行い、第 6層上面における遺構検出を行った。また、調査区内に8ヶ所のサブトレンチを設定して

下層の状況確認を行った。

調査地の地表面標高は75mで ある。表土である第 1層 は20～ 25cmの厚さの水田耕作土である。

第 2層 は10～ 15cmの厚みをもつ灰茶色粘質土、第 3層は10～30cmの灰黄色粘質土である。第 4層 は

1上番ず

其:¶籠二ず
=・
・ 11■

=:‐

断す
| 
‐ |ィ ,111~・ 1-
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調査位置図
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10～ 15cmの 厚みをもつ灰茶色粘土で、第 2区

でのみ確認できた土層である。第 5層 は20～

55cmの厚みをもつ淡灰褐色粘土で、出土遺物

から鎌倉時代頃の遺物包含層と考えられる。

第 6層 は15～20cmの 厚みをもつ褐灰色粘土

で、この上面から切 り込む溝状遺構 (溝 1)

を確認した。第 7層 は10～25cmの厚みをもつ

灰褐色粘土、第 8層 は10～30cmの暗灰褐色粘

土である。

遺構は、第 2区 において調査区を斜めに横

断する幅08～ 10mの溝状遺構 (溝 1)を 確認

した。溝 1は西壁面直下において部分掘削を

行った結果、深さ約40omで 、断面形が「U」

字形をなす溝状遺構であることを確認した。

まとめ

調査の結果、地形的には北西から南東に向

けてゆるやかに傾斜する地山を検出し、こ

の地山に沿うように各層がほぼ水平に堆積 し

ていた。そして、南側では徐々に堆積層が増

してゆく状況が確認できた。また堆積層内で

新たに遺物包含層の存在を確認した。遺物は

第 4・ 5層 内に土師器や瓦器等の微片がわず

かに含まれ、第 8層 内にも土師器の細片が少

量含まれていた。これらの出土遺物の年代か

ら、調査区の南東部に所在する弥生時代後期

から古墳時代にかけての集落跡である北田井

遺跡との関連よりは北部段丘上の南海道沿い

に形成された遺跡群との関連を考えたい。

【参考文献】 肝日歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成

16年度― 財団法人和歌山市教育委員会 2006年

リブトレンチ8

S40m

0                         10m

l   l  l

サフトレンチ]

サブトレンチ

サブトレンチ3

サブトレンチ4

サブトレンチ

サブトレンチ6

サブトレンチフ

S30m S70m
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遺構全体平面図



11.井辺遺跡第 6次調査

調 査 地   和歌山市井辺字浮長112-1～ 5番地

調査面積   140だ

位置と環境

井辺遺跡は、紀ノ川南岸の和歌山平野南東にそびえる岩橋山塊西端の半独立丘陵である福飯ヶ峰

の北西山麓部から平野部にかけて位置する遺跡である。詳細については、P22を 参照とする。

今回の調査地は、井辺遺跡の東部に当たり、福飯ヶ峯の丘陵裾から約200m～ 100mの水田地帯に

位置する場所である。

調査内容

― S90m ― S60m

□堅穴住居範囲
0        5m

第 1区遺構全体平面図
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南北36m、 東西12mの範囲を検出した。壁溝

(溝 13)を復原した場合、直径約 8mを測る円

形の竪穴住居を復原することができる。また、

竪穴住居 1は建て替えを行ったものと考えら

れ、古い段階は壁溝に溝14、 貯蔵穴に上坑 4を

用いたとみられ、新しい段階には壁溝に溝13、

貯蔵穴に土坑 3を用いたものと考えられる。

古墳時代前期の遺構は溝 4条、竪穴住居 3棟

などがある。溝 5は 第 1区のS53m付近で検出

した、北西から南東方向に掘削された幅約55

m、 深さ約30cmを沢1る溝である。竪穴住居は全

て平面形が方形の竪穴住居である。竪穴住居

2は 第 1区のS20m付近で検出したもので、南

北58m、 東西12mの 範囲において、壁溝 (溝

15・ 17)、 柱穴 (ピ ット20～ 22)、 炉 (土坑 6)、

ベッド状遺構などを検出した。

竪穴住居 3は第 1区のS30m付近で検出した

もので、南北62m、 東西12mの範囲で検出し

た。覆土は全て削平されており、壁溝 (溝 12・

21)、 柱穴 (ピ ット23・ 24)、 貯蔵穴 (上坑 8)な どを検出したc竪穴住居 4は第 1区のS50m付近

で検出したもので、南北55m、 東西12mの 範囲で検出した。覆土は最大約30cmの深さが残存して

おり、壁溝 (溝 23・ 24)、 柱穴 (ピ ット25)な どを検出した。

今回の調査で出土した遺物は、弥生土器の壷・甕・高杯・鉢・器台、土師器の壷・甕・高杯など

の上器類の他、土錘などの土製品や叩石、砥石などの石器・石製品が出土した。

まとめ

今回の調査では、第 4層上面において弥生時代後期から古墳時代前期の遺構を検出した。遺構

は、弥生時代後期、古墳時代前期前半、同後半の 3時期に分けることができる。

弥生時代後期のものは、第 1区北端で検出した竪穴住居 (竪穴住居 1)1棟及び同調査区中央部

で検出した井戸 (井戸 1)1基、井戸 1か ら南に15mの位置で検出した溝 (溝 6)1条がある.

古墳時代前期前半のものは、第 1区北半部で検出した竪穴住居 (竪穴住居 2～ 4)3棟 であり、こ

の時期まで集落が展開していると考えられる。古墳時代前期後半では、第 1区北半部において、そ

れまでの竪穴住居が廃絶した後に溝 (溝 5。 7・ 10・ 11)が 4条掘削されている。これらの溝は全

て南東から北西方向のものであり、溝11か ら有孔土錘が 3点出土していることなどから、本調査区

周辺での土地の利用方法がこの時期に変更されたものと考えられる。

以上、今回の調査で、井辺遺跡範囲の西端部において、弥生時代後期から古墳時代前期の集落が

第 1区 溝 6(南西から)

第 1区 堅穴住居 1(南西から)

展開することを明らかにすることができた。 (北野隆亮)



Ⅲ。遺物整理報告

1.秋 月遺跡 第 9次調査 遺物整理

調査の概要

秋月遺跡第 9次調査は、和歌山市秋月

346番地所在の和歌山市立日進中学校新校

舎建設に伴い、対象面積約800だ を平成13

年 9月 から約 6ケ 月間の期間で実施したも

のである。この調査成果は、平成14年 3月

刊行の『秋月遺跡第 9次発掘調査概報』に

よって報告しているが、遺物整理が進行し

たのでここにその追加資料として土坑24を

報告する。なお、遺構位置に関しては既刊

の概報に示した。

報告する遺構は、調査区のほぼ中央部に

おいて検出した江戸時代の上坑24である。

この土坑は、東西39m、 南北30mの 隅円
調査位置図

方形状のプランをもつもので、深さは検出面から35cm程度である。遺構覆土は4単位に分けられ、

上位層が砂質で、下位層ほど粘質が強くなる。遺物は覆土全体に散在する状態で出土した。

出土遺物

ここに報告する遺物は、土坑24埋没時期

を示す一括資料である。遺物には肥前系陶

磁器、瀬戸・美濃系陶磁器、京・信楽系陶

器の他、備前焼、丹波焼、大谷焼、堺焼な

どの焼締陶器がある。土器類以外のもので

は、瓦類、土人形、チャートを石材とした

火打石、鉄製の楔や釘、漆器椀の残片など

が出土した。以下、主要な遺物について個

別に説明する。

1・ 2は肥前系陶器である。 1は端反形

の碗で、高台部が露胎のものである。釉薬

は藁灰釉を用い、外面に鉄絵と化粧土を盛

り上げて草花を表現している。 2は直立気

味に立ち上がる京焼風の碗で、高台内部を

露胎とするものである。施釉部には全体に

1 10YR5/2(灰 黄褐)シル ト混細砂

2 10YR5/1(褐灰)細砂混シル ト

3 10YR5/3(0ぶ しヽi責褐)1日砂

4 10YR4/3(にぶい黄褐)粗 ll混粘土

土坑24遺構平面図及び土層断面図

Y=-73064m

|
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細かな貫入が多数入る。 3～ 14は肥前系磁器である。 3・ 4は染付碗の蓋である。 3は なだらかな

天丼部を形成するもので、全体的に焼歪みがある。外面の染付文様は、稲東文を3ヶ 所描いてい

る。 4は九みを帯びた形状のものである。外面の染付文様は、松の絵柄を使用し、内面には四方欅

文と圏線内の中央に葉文を描いている。この個体と同タイプのものが他に 1点ある。 5・ 6は染付

広東碗である。ともに高台部は径5 8cm前後と大きく垂直に立ち上がる。外面の染付文様は、5に

は仙芝文が 6に は縞文が描かれている。見込み文様は、 5に は「寿」の文字を、 6に は山水画とみ

られる文様を用いている。高台端部は、ともに釉薬を削り取っているものであるが、 6に は砂の付

着がみられる。 7・ 8は染付丸碗である。 7は比較的深い形状のもので、外面には石畳地文を丁寧

に描いている。 8は浅い形状のもので、内外面に円圏を施しただけの簡素な文様構成である。 9は

染付そば猪口である。外面の染付文様は矢羽根文を使用し、削り出しによる高台内部はいわゆる蛇

ノロ釉剥ぎが行われている。10は 国径20 8cmの 青磁染付皿である。日縁部は強いヨコナデによって

大きく外反させている。残存部は全体に灰緑色に発色する青磁釉が掛けられ、内底面に花弁とみら

れる染付が施されている。11は色絵の蓋付鉢と考えられる。下絵に染付で圏線を3条描き、上絵に

16

0               10cm
l        ―― J

遺物実測図 1
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赤・紫・金絵具を用いて区画線などの文様を描いている。12は 口縁部を稜花に仕上げた染付鉢であ

る。下半部が欠失しているもので全形は不明であるが、杯洗の可能性も考えられる。染付文様は、

外面には雲文を、内面には雲龍文を用いている。13・ 14は 白磁紅皿である。ともに口径4 4cm、 器

高1 4cm前後と同じ法量であるものの、高台径は13が 1.3cm、 14が2.Ocmと 異なる。外面は、型押し成

形による貝殻及び菊花状の文様が施され、外面体部中位から内面にかけて透明釉が施されている。

15は瀬戸本業焼の広東碗である。外面上位には五弁花を正面に2ケ所、背面に 1ケ 所の 3ケ 所に

スタンプし、内面には2条の圏線と五弁花を筆描きしている。施釉は全面に行い、高台部の釉薬を

削り取った後、焼成を行い畳付部を砥石等によつて平滑に仕上げている。16～18は瀬戸の磁器であ

る。16は端反形の染付碗蓋である。外面の染付文様は、 2羽の鶴と草花文を描き、つまみ内には圏

線内に文字を描いている。また内面には下方に墨弾き技法による四方欅文を、中央部には圏線内に

花丼文を配している。17・ 18は染付端反碗である。外面の染付文様は、17に は草花文を、18に は放

射文を使用し、内面には圏線を、見込み部には草花文や花井文を描いている。

19は京・信楽系陶器の灯明受け皿である。外面体部約 2/3以下には回転ヘラケズリを行い、内

面の受け部にはヘラ切りによる扶りをlヶ 所設けている。施釉は外面体部上位から内面にかけて褐

灰色に発色する灰色釉が掛けられ、受け部の先端部分の釉薬を削り取っている。

③
|

華 賦

o                        20cm

遺物実測図 2
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20は肥前系陶器の壺である。体部下半から高台
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22～ 26は焼締陶器である。22は備前焼の壺であるこま百に|ま糸す「 長二受丈時
「
窯道具
「
寝椰■1

確認できる。外面には泥漿が塗られているc23は丹波焼億千tで ある=こ C恒 仁 `ま 、 3ゴ「
破 rを

図上復元したもので、体部上位の観察から分割成形とみられるこ外面全体と六百つキ生。こ■-1二て授

釉が掛けられ、また外面体部には白イッチンによる「ロノ丁」の文字が描かれているこ241ま t,焼

徳利口縁部の破片である。頸部から直立し、日縁部を外側に肥厚させているもので、磯存部全体に

褐釉が掛けられている。25・ 26は堺焼橋鉢である。25は 回径22 6cmと小形のもので、クシロは9条

/2 cmである。26は 口径30.6cmと 大形のもので、クシロは10条/3.6cmと 比較的粗い。ともに外面に|ま

ヘラケズリが施され、日縁部から内面にかけてはヨコナデによって調整されている。

27・ 28は土師器である。27は上下を分割成形 し、ヨコナデによって接合した把手とみられるc

上・下部ともヘラケズリを行った後、ヨコナデによって仕上げているもので、上面には透明釉が掛

けられ、また下面の一部には使用時に付着した煤が付着している。本体との接合面はヘラ切 りに

よって仕上げている。用途的には土鍋状の把手と考えられるが、本体との接合面が開回する特殊な

構造のものである。28は焙烙である。外面型押し成形されたもので、外底面には雲母が混ざる離れ

砂が確認できる。口縁部外面には把手が貼付され、上面から深さ2 mmの 円孔が穿たれている。

29～ 31は瓦である。29は三巴文軒丸瓦である。巴の巻きは左巻きで、珠文は12個を数える。瓦当

面には僅かにキラコが付着し、範傷が顕著に観察できる。また周縁部と上部の丸瓦部にはヘラミガ

キが施され、丸瓦部との接合面にはクシロによる接合強化を行っている。30・ 31は軒桟瓦である。

30は平瓦部の瓦当文様に唐草文を使用し、瓦当面にはキラコが付着している。調整はヨコナデであ

る。31は丸瓦部に蛇ノロ文を使用したいわゆる素文の瓦で、全体にキラコが付着している。この瓦

の調整は、瓦当周辺部にヘラミガキを施している他はヨコナデである。

まとめ

以上の土坑24出土遺物からみて、肥前系磁器の様相から第V期 に分類できるものが大半を占め

る。また瀬戸陶器広東碗や瀬戸の磁器染付が含まれている点からみて、その時期は19世紀第 2四半

期頃に位置づけられる。当遺跡では、周辺の調査成果からみても18世紀後半から19世紀中頃にかけ

ての遺構が比較的多くを占める状況が明らかとなっている。また本遺構の特徴的な要素として、徳

利では大谷焼と丹波焼が共存することなどが挙げられる。

【参考文献】『秋月遺跡第9次発掘調査概報』財団法人和歌山市文化体育振興事業団 2002年

(井馬好英)



肥前系磁器色絵 11蓋付鉢、同自磁 13・ 14紅皿   肥前系磁器染付 12鉢 (杯洗 ?)

瀬戸磁器染付 17・ 18碗
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肥前系磁器染付 4蓋、瀬戸磁器染付 16蓋

肥前系磁器染付 7碗、9そば猪ロ

鶯 ぶ 雛
14

瀬戸陶器染付 15碗



肥前系陶器 20壺

備前焼 22壺 。大谷焼 24徳利

堺焼 25・ 26槽鉢

21

瀬戸・美濃系陶器 21火鉢

23

丹波焼 23徳利

土師器 27オ巴手、 28焙烙

瓦 30。 31軒桟瓦瓦 29軒丸瓦



Ⅳ.普及啓発活動

1.書籍刊行

埋蔵文化財の発掘調査報告書を刊行し、関係機関等へ配布した。

第37集  『田屋遺跡発掘調査概幸剛          (平 成17年 3月 )

第38集  『太田・黒田遺跡 第55次発掘調査概報』   (平 成17年 3月 )

第39集 『井辺遺跡 第 6次発掘調査概報』      (平 成17年 3月 )

発掘調査報告書の編集を行った。

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成15年度― (平成17年3月 )和歌山市教育委員会発行

2.報告会等の開催

埋蔵文化財発掘調査パネル展「写真で見る和歌山市の遺跡」をコミュニテイセンター 5館で行っ

た。

期 間     場 所

2004.08.24～ 08.29 東部コミュニテイセンター

2004.0831～ 0905 河南コミュニテイセンター

2004.0907～ 0912 中央コミュニテイセンター

2004.09.14～ 09.20 ,可北コミュニティセンター

2004.09.22～ 09.26 '可西コミュニテイセンター

-38-
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